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南筑後普及指導センターは JA みなみ筑後と共催で 10 月 12 日、当センタ

ーにおいて「JA みなみ筑後イチゴ収量向上プロジェクト」を開催しました。 

本研修会は、JA みなみ筑後いちご部会員のうち環境モニタリング装置（以

下、装置という）を活用してイチゴの生産環境を見える化し、栽培管理技術の

向上を志す部会員を対象としたもので、５名が参加しました。参加者のうち４

名は、令和３年産で装置を試験的に導入しており、研修会では、実際に使用し

た感想等を相互に情報交換しました。 

さらに、普及指導センターから生育の推移や、ハウス内の温度・湿度・炭酸

ガス濃度等のデータの分析結果を報告しました。その後、参加者は、分析結果

に基づく令和３年産の栽培管理における反省点や、令和４年産の目標について

発表しました。 

 参加者からは、「温度管理を改善したい」、「生育環境の確認だけでなく、栽培

技術の改善に活かしたい」という意見がありました。また、今後の活動につい

て「産地内で活動がもっと広がってほしい」という声も聞かれました。 

今後も普及指導センターでは、関係機関と連携して装置を活用した栽培管理

技術を確立し、収量６t/10a 以上を目指すイチゴ生産者を支援します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：提供したハウス内温度データ（左）とハウス内に設置された装置（右） 

 

 

日射不足（42W未満）

低日射低温（42W以上8℃未満）

△ 低日射適低温（42W以上8～20℃未満）
〇 低日射適温（42W以上20℃～23℃）

△ 低日射高温（42W以上23℃以上25℃未満）

△ 高日射適低温（100W以上20℃未満）
◎ 高日射適温（100W以上20℃～23℃）

〇 高日射高温1（23～25℃)
高日射高温（25℃より大）

・縦軸　８：００から１７：００までを５分毎に色分け
・横軸　１日～３１日


